


 
 

  



 
 

はじめに 

 

知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校（以下、特別支援学校(知的

障害)と記す。）における児童生徒の増加やこれに伴う学校の狭隘化、教室不足が、各自治

体や学校において喫緊の課題と叫ばれてから久しい。児童生徒の増加に関しては、特に高

等部に在籍する生徒の増加傾向が顕著で、その中でも知的障害の程度が軽度（以下、軽度

知的障害と記す。）の生徒が増え、高等部全体の中で占めるその割合も多くなってきている。 

各自治体においては、増加し続ける軽度知的障害のある生徒への対応として、高等特別

支援学校を設立したり、高等学校内に分校、分教室を設置したりしているが、まだ十分で

あるとは言い切れない。また、学校においては、教育課程の類型化やコース制等を導入す

る等の工夫が見られてきているが、軽度知的障害のある生徒ための教育課程の在り方や必

要な指導内容は明らかではなく、試行錯誤の状態であると言える。 

高等部に在籍する軽度知的障害のある生徒の社会参加と自立を目指していくためには、

学校生活から社会へつなぐ高等部における教育は重要であり、社会的及び職業的自立を目

指した教育課程の検討は重要な課題である。 

本書は、平成 22～23 年度に実施した重点推進研究「特別支援学校（知的障害）高等部に

おける軽度知的障害のある生徒に対する教育課程に関する研究―必要性の高い指導内容の

検討―」の成果をまとめた報告書である。本研究では、全国特別支援学校知的障害教育校

長会に加盟する特別支援学校のうち、高等部のある本校、分校、分教室、校舎に対して、

平成 22 年度、平成 23 年度と全国調査を行い、教育課程に関する実態や各教科等の教育内

容に関する実態などの調査を実施した。それらの結果の分析や、研究協力者、研究協力機

関、研究パートナー校の協力のもと、軽度知的障害のある生徒に対する教育課程について

検討し、軽度知的障害のある生徒に必要性の高い指導内容の提案に至ったところである。 

本稿では、それらの結果や内容等について報告するとともに、この成果が今後の特別支

援学校（知的障害）高等部に在籍する軽度知的障害のある生徒のための教育課程の検討及

び改善の一助になれば幸いである。 

最後に、本研究を推進する当たり、多大なご支援をいただいた研究協力者の皆様方をは

じめ、研究協力機関、研究パートナー校、実地調査をさせていただいた特別支援学校の関

係者の皆様方、そして、今回の調査の実施に関して全面的に協力、連携していただいた全

国特別支援学校知的障害教育校長会並びに多くの関係者の皆様方に心より感謝申し上げる。 
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